
 

 

 

 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

川又副院長                         

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

武藤副院長 

 

 

 

 

みなさんご存知の通り、この横浜市は「元禄型関東地震」、「東京湾北部地震」「南海トラフの大連動地震」を想定しなけれ

ばならない地域です。もちろん地震は発生しないことが理想ですが、いつ発生してもおかしくないと言われていますね。そんな時に慌

てないために地震体験をしてみてはいかがでしょうか。 

防災指導車、別名「起震車」と呼ばれるもので、地震を疑似体験することができる車両

なんですよ。下記の日時にて体験、見学ができます。この機会にぜひお越しください。 

 

 

月 日 平成 31年 3月 11日(月曜日) 

時 間 午後 1時 30分から 15時ごろまで       

場 所 横浜鶴ヶ峰病院 駐車場 今月のお知らせ 

健康増進 

セミナー 

『最高の体調 狩猟摂取時代を振り返る』 

血液内科 石山院長 

3月 22日(金曜日) 13時～ 

ご面会について 

院内でインフルエンザの感染は認められておりません

が、感染防止対策として、3月末まで病棟では面会制限

を予定しています。 

皆さまにはご迷惑をおかけし申し訳ございません。 
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編集後記／池住 

早くもカレンダーは 3月となり、穏やかな春の日差しを待ち望

む頃となりました。今年の冬はとても寒かったので、春の暖かさ

が本当に心地良く感じる今日この頃です。ですが春は花粉や

PM2.5や紫外線も急に強くなってきます。冬の間乾燥で傷んだ皮

膚は、さらにダメージを負ってしまいます。早め早めのスキンケ

アと対策で、上手に乗り切りましょう。季節の移り変わりはあっ

という間ですね。 また 1ヶ月、どうぞみなさんお健やかに。 

このたび、副院長を拝命致しました、川又朋章と申します。内科、循環器科を

中心に 10 年以上診療業務にあたらせていただき、診療部長、医療安全委員長を兼

務しております。 

 鶴ヶ峰地域には高齢者世帯が多く存在すると認識しており、今後一般診療はも

とより、介護保険、地域包括ケアシステムを見据えた、柔軟な地域医療サービス

が益々求められる時代になります。地域住民の方々や医療機関の先生方から、何

を求められており、どう応えていけるのか、まずは当院の診療部全体を顧みて、

安心安全な医療サービスを迅速に提供できる体制作りを目指していきたいと考え

ております。何卒よろしくお願いいたします。 

平成 31 年 1 月から副院長に就任した整形外科の武藤と申します。 

出身は順天堂大学で、現在も同大学の整形外科学教室に所属しています。 

平成 30 年 7 月から鶴ヶ峰病院に赴任し、脊椎外科、骨粗鬆症、慢性疼痛、骨

折などの外傷性疾患、人工関節外科などを中心に診療にあたっています。 

私が鶴ヶ峰病院で行いたい事、それは大学病院時代には出来なかった地域の

病院だから出来る医療を提供することです。近隣の医療機関とお互いの顔が見

えるような強い連携を築き、地域全体で患者さんの健康維持に関われたらと考

えています。何卒よろしくお願いいたします。 
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